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○仲間を大切にするということ 

 先週は今年度はじめてのテスト「たけのこ考査」が実施されました。 

 よくできたという人はその調子で。 

 こんなはずではなかったという人は次の期末考査に向けて。 

 それぞれに頑張ってほしいと思います。 

 「たけのこ考査」命名の由来についても考えてみましょう。 

 竹のようにしなやかに。 

 すくすく成長していく皆さんの姿に期待をしています。 

 さて、菅生中学校の廊下には春から素敵な言葉や詩がたくさん掲示されています。 

 生徒の皆さんのために先生方が準備してくださったものでしょう。 

 その中にビートたけしさんの「友達」という詩がありました。 

 

   困ったとき、助けてくれたり 

   自分の事のように心配して 

   相談に乗ってくれる 

   そんな友人が欲しい 

   馬鹿野郎、 

   友達が欲しかったら 

   困った時に助けてやり 

   相談に乗り 

   心配してやる事だ 

   そして相手に何も期待しない事 

   これが友達を作る秘訣だ 

 

私の心にもストンと落ちた詩です。 

この詩が発信しているメッセージは、どのようなものでしょうか。 

皆さんには、まず「自分」を大事にしていただきたいと思います。 

ただ、同じくらいに「友達」を大事にしてほしいと思うのです。 

求めるだけではダメです。 

期待しすぎるのも、よくないでしょう。 

友達を大事にすることは自分を大事にすることでもあります。 

そのことに気づいてください。 

菅生中学校で学ぶ生徒は、全員が「仲間」です。 


